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1. はじめに 

 本稿ではスマートフォン向けのバスネットアプリケーシ

ョンの開発について述べる．“バスネット”

(1)~(3)
とは，我々

の研究室が研究，公開している鳥取県内のバスや鉄道を対

象とした経路探索乗り換え案内の Webアプリケーションの

ことである．バスネットは県内の公共交通機関利用者減少

を食い止めることを目的としている．もともと，バスネッ

トは，PCや携帯電話からの使用を想定され設計されており，

スマートフォンでは使いにくい部分がある．そこで今回，

スマートフォンの機能を十分活用するバスネット専用アプ

リケーションを開発した． 

 これまで，経路探索や乗り換えを扱った論文

(4)-(8)
において

も携帯端末が研究に利用されていた．その多くは，PDA や

スマートフォンでない携帯電話を利用したものであった．

現在，スマートフォンは徐々に普及しているが，スマート

フォン向けの経路探索システムの共通した設計指針はほと

んどない．そこで本稿では，スマートフォンの特徴を分析

した上で，その特徴から導き出したスマートフォン向けの

アプリケーション設計のガイドラインを示す．その上で，

開発したスマートフォン向けバスネットの詳細を述べ，ど

のように実現したかを示す． 

2. スマートフォン向けインタフェース 

 従来，携帯電話向けサービスのユーザインタフェースの

デザインは，携帯電話で操作できることが重要であった．

主な入力手段は限定された十数個のキーボードであり，表

示も小さな画面の上で行っていた．通信も現在のように大

容量を送ることは少なかった．そのため，これらの制限の

上で，設計された携帯電話向けのインタフェースでは機能

と外見をシンプルにする必要があった．しかし，それらの

点は，スマートフォンではほとんど考慮する必要がない． 

ここでは，iPhoneや Android といったスマートフォンの特

徴について書いていく． 

• 高解像度タッチパネルディスプレイ 

 高解像度のタッチスクリーンディスプレイを備えて

いる．利用者はグラフィカルな画面を直接，直感的な操

作を可能としている． 

• 大容量ストレージ 

多くのスマートフォンは大容量の記憶装置を備えて

いる．利用者は多くのアプリケーションと，個人的な情

報を記憶装置に蓄えることができる． 

• OS，ネットワーク 

マルチタスク，TCP/IPスタックの本格的な OS環境に

より PCに近い性能と環境が実現されており，常時接続

を前提としたネットワーク環境で運用される． 

• 複数のセンサ 

 スマートフォンは，複数のセンサを備えている．例え

ば GPSで利用者の位置情報や，ジャイロセンサで端末

の向きや状態を推測することができる． 

3. 設計指針 

 上記で述べた要件を基にスマートフォンの特徴を検討し，

スマートフォンにおけるアプリケーションのユーザインタ

フェースデザインの設計指針を以下に示すように導き出し

た． 

• 直感的な操作 

 利用者に対し，選択肢の中から選択といった直感的な

操作を可能とするユーザインタフェースの提供が必要

である．スマートフォンにおいては，画面上の情報の選

択手法などが対象となる． 

バスネットにおいては，利用者は出発地，目的地とな

るランドマークを選択する際，選択方法が複数考えられ

るが，利用者が自ら探す仕組みだけでなく，システム側

で容易に選択可能な方法を用意する必要がある． 

• 位置情報の活用 

 利用者の位置情報を利用すること必要である．例えば，

GPSによって現在位置の情報を取得し，そこからユーザ，

何をしようとしているかを推測することができる．これ

らをもとにした，近くの場所の名前の入力といった操作

自動化できる．また、ユーザの位置に相当する情報を利

用することが可能となる．例えば地図に現在値から目的

地までの道筋を表示することが可能となる． 

• パーソナライズ 

  個人の専用端末であることを活かし，利用者それぞれ

きめ細かい設定や，利用履歴の活用する必要がある． 

バスネットシステムにおいては，利用者の選択ランド

マーク履歴を保存し，利用順に並べ替え表示することで

容易なランドマーク選択を実現することができる． 
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4. ユーザインタフェースの実装 

今回は，スマートフォンの中でも iPhone を対象として開

発を行った．開発にあたっては，上で述べた設計指針を基

に経路探索を行うインタフェースを作成した．選択候補を

複数手段で表示し，その中から選択することで直感的操作

を実現した．さらに，複数の選択手段を同一画面に表示す

ることで，画面遷移の回数を減らした．位置情報を用いて，

利用者の現在位置をランドマークとして選択できる他，近

隣のランドマークの選択や表示が行えるようにした．最後

に，検索ランドマークの保存や，任意地点の保存，途中動

作の保存を行うことで，利用者の個々人の利用しやすさを

実現した． 

図 1 ランドマーク設定画面 

5. 比較検証 

ここでは，作成したインタフェースを評価し，従来のイ

ンタフェースと比較を行った結果を述べる．出発地を設定

するときの動作回数を数値化し，従来のインタフェースと

今回開発したインタフェースでの比較を行った． 

ランドマーク設定方法項目の手順を比較のため数値化し

た． 画面遷移，スクロール，ボタンタップの項目に表１の

ような係数をかけ合計を求めた．この数値は，画面遷移を

行う動作がもっともユーザが使う際に負担になると考え，

逆にスマートフォンではスクロールの操作が楽に行えるこ

とからこのような係数となっている．その上で，数値の合

計が少ない方法ほど利用者にとって簡単であると言える． 

従来のインタフェースと作成したインタフェースの出発

地選択までの動作で評価を行った．鳥取大学計算機工学 AB

研究室を出発地として考える．計算機工学 AB 研究室の位

置は，鳥取大学のランドマークとして選択する．名前を検

索する際には，「鳥取(tottori)」の文字列で検索を行う．従来

インタフェースの名前検索，新インタフェースの名前，GPS

を用いた現在位置使用，履歴によるランドマーク設定の４

種類の結果をまとめ，以下の表のようになった． 

表 1 ランドマーク設定方法評価結果 

検索方法 画面 

遷移(回) 

画面 

スクロール(回) 

ボタン 

入力(回) 

評価 

負荷係数 25 ５ 10  

従来名前 ３ ０ ８ 155 

新名前 ２ １ ９ 145 

新 GPS ２ ０ ０ 50 

新履歴 ２ ２ ０ 60 

 全ての設定方法で評価が良くなっているのがわかる．従

来も，新しく開発したものも名前検索ではそれほど差がな

い．従来のインタフェースより画面遷移は減らすことがで

きたが，ボタン入力の数が若干増えてしまったためである． 

ボタン入力を使用しない現在位置や，使用履歴の評価が高

い結果となり容易に利用できるようになったといえる． 

6. 終わりに 

 この論文では，スマートフォン向けの一般的なインタフ

ェースとしての設計指針を述べ，バスネットのインタフェ

ースとして利用できるかについて述べた．設計指針は，一

般公開を目的としたシステムアプリケーションを対象とし

た．現在，開発したアプリケーションは研究室内でベータ

テストを行っており，App Storeでの公開を目指している． 
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